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1 は  じ 力]き

秋田県由利郡矢島町では,昭和34年 3月 から35年 5月 ま
での間に,豪州から211頭のジャージー種雌牛を輸入した。
その後も逐次県外八ヵ所の道県から導入し,こ れらを基礎
として増殖した結果,現在総飼養頭敵 471頭 にまで至って
いる。

我が国におけるジャージー種牛の分布は,ホルスタイン
種牛と異なり,その分布集団は小さく,かつ,それらの集団
がお互いに何んらかの型で交流力毬 んであることが考えら
れる。特に,近年人工持精技術の発達と凍結精液保存の普
及により,種雄牛の種付範囲が全地域をおおうような繁殖
構造 (拡散型構造 )で あると,種雄牛の減少により集団内
結縁度が増し,近親度も高まるであろう。
KrOSigk&Lushl)に よると,ホルスタイン種において,
近交係数 1%増すと一泌乳期,乳量で245り ,瑚旨量で08
りの減があると報告されている。

本報告では,血統分析による方法で,矢島町におけるジ
ャージー種牛群の繁殖構造と近親交配について調査した。

2 材料及び分析方法
材料牛は現在生存しているものを中心に血統明瞭なもの

254頭について, 5代 目まで血統追跡を遡り完全血統とし
た。

1 世側間隔は子牛が生まれた時の母牛の平均年令とし
た。

2 近交係数の計算は,W right2)の 方法を基礎とした
細分血統ピ )を用いた。遺伝的寄与率はWiOner4)の方法
を用いて計算した。なお,豪州から輸入した牛については,
近交係数を0と して計算した。

5 結
世側間隔 : 世代間隔は母牛
についてのみ行った。父牛につ

いては,人工授精技術における
液状精液から凍結精液への移行
があるので参考にならず計算を
しなかった。母牛については

表 1の通りである。昭和41年の

51年が10年後の昭和51年 に 57年 とわずかに長 くなった
通年では56年であった。
近交係数 : 血統未端雌牛における父牛交配数すなわち
種雄牛

'1雌

牛生産割合は,表 2に示す通り7頭の種雄牛で
全体の87%を 占めている。
次に,種雄牛及び雌牛の近交係数については表 3の通 り
である。近親交配牛のみをみると,種雄牛で8頭の出現 (近

表 6近 交 係 数

種 雄 牛 雌 牛 全 体

近交牛のみ
850
8頭 )

″
額 X

群 全 体 炒
額

1 08
(254頭 ) (276

注. Current inbreedⅢ 6;雄 …1頭
雌… 3頭

親交配牛)を み平均近交係数は850%,雌牛は52頭で527
%であった。群全体をみると,種雄牛22頭の平均309%で
あり,雌牛 254頭の平均 108%で あった。叉,種雄牛と雌
牛合わせて276頭の平均 176%で あった。
なお,こ れら近交牛の共通祖先を遡ってみると,約 88%
がマール・ ソザルタントであつた。又,近い血縁関係にあ
る個体が交配されている場合 (親子間,全または半きよう
だい間など)を Current inbroodinど )と 呼び,父母が
より遠い血縁関係の場合を■Ong― torm inbreeding5)

と称しているが,本調査では前者に該当するものが,種雄
牛に1頭 ,雌牛に 3頭であり, 他は■01g― tOrm inbr‐
oodingでぁった。

図 1 種雄牛の減少によるジ,― ジー種牛群
の一世代当りの近交係数の増加

又,今後種雄牛の数が減少した場合,雌牛群の近交係数
が一世代 (56年 )当 りどのように増加するか図 1に示した。

lyl

果

表 1 世代間隔

表 2 種雄牛別雌牛生産割合

<4 rr^ l7 t-^ra v/
43グレート ジァイアント イワテ
10パイォニア ィフテ
ザ  ドング ウツド
ジェスターマン トリム トラム
17パ′―ン イワテ
ピクシーズ  トリム トラム オルレアン
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一

号 1 2 3 4 5 6 7

マイルストンジェスティ:″ イワテ 0 0 0 0

2 43′レートジャイアント イワテ 0

10´イオニアイワテ 0 0

ザ ドツ′ ウンド 0 0

5 ジェスターマ′ トリムトラムエイム 0

17´V―ンイフテ
ピクシ‐ズ トリムトラム″レレアン

種雄牛の数を現在まで使用されてきた22頭のまま一世代経

過すると,雌牛群 (254頭 )の近交係数は 108%か ら一世
代後には 185%と なる。一方,種雄牛の数を減少すると,
15頭で一世代後 278%,5頭で373%,3頭では529%
となり,近交係数は増加する。
血縁係数 : 表2で示した,雌牛の87%を生産した主な
種雄牛 7頭の間の血縁係数は表4の通りである。 2番 と3
番及び 5番と7番 の間に比較的高い血縁関係がみられた。
叉,母牛同志の血縁係数については, 矢島町では種雄牛の
生産を行わないことから,あ まり重要でないと考え,試算
を試みなかった。

次に,今後交配が予想される種雄牛 (す なわち現在矢島
町で凍結保存されているものや岩手種畜牧場に繋養されて
いるもの )と 表4の主要な種雄牛との血縁係数を計算した

(表 5)。 その結果,血縁係数が25%の ものが
'組
,125%

のものが4組みられた。

表 4 主要な種雄牛の血縁係数        ∽

牛が,矢島町の雌牛群に遺伝的にどのように寄与している
か (遺伝的寄与率 ),そ の主なものを表 6に示 した。これ
によると,43グ レート・ ジフイアント・イワテの 1501%
が一番高く,次いでマール・ ,ザルタントおよびマイルス
トン・ジェスティング・イワテであった。

4 考     察

矢島町におけるジャージー種雄牛群は比較的多数の近交

牛がみられる。これは,父方,母方の共通祖先であるマー
ル・ リザルタントが近交牛に大きく寄与している。
しかし, これらの血縁閲係はほとんど■Ong― term in―

breedinsでぁり,群全体には顕著な近交劣化がみられ
なかったのではないかと推定される。
500頭前後の小さな集団では,世代当りの近交度の上昇
が激 しいはずであるが,本調査ではそのような現象を確認
することができなかつた。これは,適切な雌牛更新が行わ
れたことや,種雄牛の生産を他機関に依存していることが
理由として考えられる。

今後,近親交配をさけた交配計画をたて, これから交配
が予想される種雄牛の血縁関係を検討の上,慎重な計画が
必要である。

5 要

1 母牛の世代間隔は通年で56年であった。
2 全頭数のうち,頭の種雄牛で約 87%の 雌牛を生産し
ている。

3 近交牛については,雄 1頭,雌 3頭の Current
inbreedi ngめ

'ぁ
り, ,ま とスンど力

'■
Ong―torn inbrO_

edingで ぁった。
4 近交牛における共通祖先はマール・ リザルタントが
約 88%占めている。
5 遺伝的な寄与率は43グ レート・ジャイアント イワ
テが 1501%と 一番高かった。
6 今後の交配が予想される種雄牛と既存の雌牛との交
配には慎重な計画が必要である。
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表 5 今後交配が予 /c● される種雄牛との
血縁係数

表 6 種雄牛の遺伝的寄与率

コ
ウ

ジャス′ヾ― ィワテ

45ジャス́ ‐ イフテ

49ジャヌンt― ィフテ

52ジャルく―イワテ

17´Чォニア イフテ

25′イォニアイフテ

50´ィォニア ィフテ

51´vォニア ィ
"9ヽイフレストン イワテ

ピクシーズ ィー″レ クェテコー

43グレート ジャイアント イワテ
マール リ,レタント
マイルストン ジェスティング イワテ
10バイォニア イヮテ

ザ ドッグ ウッド

=-t't <1)v7tr/
ta^t-<t tt^tr!^ -4^

種雄牛の遺伝的寄与率 : 現在まで交配されてきた種雄


